
多様性・ジェンダー視点に立った防災ガイドライン

～子育て当事者の母親たちがつくった
「私にもできる防災・減災ノートIN流山」とその展開について～

流山子育てプロジェクト



流山子育てプロジェクトはこんな団体です

乳幼児～中学生を育てる子育て当事者の女性団体

（現在メンバーは16名）

行政と地域の先輩女性団体の協働による保育付き

講座事業の受講生が毎年加入（任意）

活動目的は男女共同参画社会の実現、子育て世代の

ネットワーク化、地域参加、参画するまちづくり

現在は、男女共同参画の視点からの防災・減災をメイン

テーマに活動



平成２６年１月、東日本大震災を
きっかけに防災ハンドブックを発行しました

東日本大震災による影響
（揺れによる家具の転倒、帰宅困
難、ガソリン・食料、生活物資の
不足）

取組みのきっかけ

・東日本大震災による影響
揺れによる家具の転倒、
家族の帰宅困難
ガソリン、食料、物資の
不足

・南相馬から流山へ
避難者との出会い
（現地での状況を聞く）

地域の親子に役立つ
情報を提供したい



防災ノートの情報を伝えるため、防災出前講座
「防災寺子屋sole（そ～れ）！」をスタート

子育て中は毎日が
忙しくて、防災ノート
の内容を、じっくり
読む暇がない人が多い
のよね

読む暇がないなら、
情報を講座にして
市内あちこちに
出前して歩けば
いいのよ

自治会、小学校、市民まつり、
子ども関係、敬老会、消防関係など
市内外各所で出前講座開講

昨年度出前講座実績 24回



ターゲットは

乳幼児のいる家庭 高齢者も！
実際は？



活動の中で、災害時における
男女共同参画の課題をお話しました

女子トイレが少なくて、
お手洗いが
間に合わないんじゃ

ないかしら

下着や生理用品を
男性から

受け取らなくては
ならないの？

介護や育児は
避難所では

どうなってしまうの？



一番ジェンダーに理解のない
高齢男性の自治会長が…

今までジェンダーの問題なんて
考えたことなかったよ。
防災には女性の視点が必要だね。
新しい視点で、目から鱗だよ。



そして、私たちは

H28年１月，街に住む、日本語を母国語としない
住民のために、ハンドブックの製作しました。



英語は読めない。
簡単な日本語の
防災ガイドブックがほしいの

必要なのは、簡単な日本語でした。

防災ノートを英訳し、サンプルを日本語教室に
持参すると…



英語 → 多言語へ

英語・中国語の対訳をつけた

小学校低学年児でも読める

かんたんな日本語の

防災ガイドブックにしました。



行政と協働体制で

制作のための学習への協力

・講師派遣

（防災危機管理課・消防本部予防課）

制作のための資金協力

・市民活動公益補助金事業に採択

広報活動への協力

・先進事例として県や国に報告

・市の定例記者会見でメディアに

プレスリリース



活動の中でメンバーの女性たちは

防災の地域リーダーとして成長。

行政の計画や予算に反映されることが重要だ

という気づき

延べ８名の審議委員に
・男女共同参画審議会

・防災審議会

・行政改革審議会

・市民参画審議会

・生涯学習審議会 他

市に訴えて、子育て中の女性が参画しやすいように、
すべての審議会で保育を利用できるようにしました



メンバーの2名が公募の防災委員に

男性と充て職ばかりの防災審議会

公募委員として活発に発言

地域防災計画に

ジェンダーの視点が！

内、1名は公募委員から学識経験者枠の委員に



地域防災計画はどう変わったか（一部抜粋）

旧

イ 避難所運営への女性の参画

女性専用の物干し場、更衣室、授

乳室の設置や避難所における安全

性の確保など、女性や子育て家庭

のニーズに配慮した避難所の運営

に努めるものとする。

新

イ 避難所運営への女性の参画

性別に配慮した避難所の設計や安全

性の確保など、女性や子育て家庭の

ニーズに配慮した避難所の運営のた

めの女性の参画に努めるものとする。

また、食事作りや清掃等の役割分担

は男女を問わず分担し、性別や年齢

によって役割を固定化しないこと。



地域防災には
女性のリーダーシップが必要
 女性のリーダーシップとは、
特別に優秀な女性の、特別な素質や開発される才能では、ない。

 そこに住まう女性が、次に続く命と権利と参画のために、

いま、自分にできることをすること。

している姿をみせることで、周囲の女性をエンパワメントすること。

次にやろう、という女性がいたら、手助けすること。

ささやかで、地道で、持続的な、
エンパワメントのバトンである。


